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中国山地西部、徳佐盆地周縁における河川争奪

山　内　一　彦 *

Ⅰ．はじめに

河川争奪とその原因は、流域の地形発達を

考えるうえで重要な要素の一つである。森

山・小野（1981）1）や町田（1984）2）などは、

Davis（1912）3）のモデルにもとづいて、河

川争奪は争奪河川の侵食力によって生じると

している。これまでの河川争奪の研究では、

その原因については、この Davisのモデルに

よる演繹的な解釈が与えられることが多かっ

た。しかし、大規模な河川争奪が多く生じて

いる中国山地東部（丹波高地）における詳細

な研究（岡田・高橋、19694）；野村、19845）；

山内、20026））では、被奪河川の旧流域が湛

水化・湖沼化し、その水が他流域に溢流する

例が示された。山内（2002）6）は、河川争奪

の直接的原因 7）については、①争奪河川の

谷頭侵食、②被奪河川旧流域が湛水化・湖沼

化し、その水が他流域に溢流したもの、③谷

頭侵食と湛水化・湖沼化による溢流の複合の

3 つがあると考え、被奪河川旧流域からの溢

流もかなり普遍的にみられることを指摘し

た。しかし、こういった視点からの研究事例

はまだ十分でなく、さらに研究を蓄積してい

くことが必要であると考える。

そこで、本稿では、徳佐盆地およびその周辺

部に調査対象地域を設定した。徳佐盆地は中

国山地西部に位置し、阿武川の上流部を占め

る。この盆地の周縁にはいくつかの谷中分水

界が存在する。阿武川の支流・生雲
い く も

川と三谷

川は、盆地西縁の谷中分水界で接しているが、

その成因はこれまでのところ解明されていな

い。また、盆地東縁の谷中分水界は、阿武川

支流・ 朴
ほうのき

川と徳佐盆地に平行する佐波川と

の間の河川争奪によって形成されたと考えら

れており（西村、1952）8）、山内（1990）9）も

これをとりあげたが、その検討は今なお十分

でない。一方、この地域には、中国山地東部

同様、谷底平野が広く発達し、河川争奪に関

連すると思われる段丘や山麓緩斜面が多くみ

られ、今回新たにいくつかの年代資料も得ら

れた。したがって、本地域は、これまでの研

究と比較しながら河川争奪の研究事例を蓄積

していくには最適の場所の一つであると考え

る。本稿では、この地域の地形面およびその

構成物質を詳細に検討し、生雲川と三谷川が

接する谷中分水界が河川争奪によって形成さ

れたことを明らかにしたうえで、その原因に

ついて考察してみたい。また、佐波川・朴川

間の河川争奪についても、争奪の時期やその

前後の古地理に関していくつかの新知見を得

た。あわせて報告するとともに、その原因に

ついても再検討してみたい。
* 山口県立華陵高等学校
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Ⅱ．地形・地質の概観

徳佐盆地は阿武川の上流部を占め、北東－

南西方向に発達する狭長な盆地である（第 1

図）。鍋倉南方と渡川南方の峡窄部によって 3

つに分けられ、上流側のものほど盆地幅が広

くなっている。盆地内を南西流する阿武川は、

松本川、朴川、三谷川などの支流を合わせ、長

門峡を通り日本海へ注いでいる。盆地内には 3

～ 5段の段丘が発達している。このうち、上位

の段丘は、徳佐中付近では徳佐層、地福付近で

は地福層と呼ばれる湖成層より構成されるこ

とから、この盆地にはかつて湖（古徳佐湖）が

存在し、それ以前の河川（古阿武川）は盆地内

を北東流し、現在の津和野川に排水されてい

たと考えられている（河野・高橋、196610）；

加藤ほか、196611）；小畑、199112）；川崎、

199513））。湖成層の年代については、徳佐層

は、地下 68 mの火山灰のフィッショントラッ

ク年代（0.58 ± 0.16 Ma）などにより地下

85 m の堆積開始が約 70 万年前と推定されて

いる（竹村ほか、1991）14）。また、地下 27.7 m

第 1 図　　徳佐盆地およびその周辺の切峰面図

500 m 谷埋めによる。等高線は 100 m ごと。破線は水系を示す。大原湖断層の位置は活断層研究会（1991）、

迫田―生雲断層の位置は福地・三浦（1997）による。
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と 5 mの火山灰はそれぞれ Ata-Th（阿多鳥浜

テフラ・約 23-25万年前噴出）と Aso-4（阿蘇

4 テフラ・約 7-9 万年前噴出）15）に対比され

ている（市谷ほか、1996）16）。徳佐層上部の泥

炭からは約 3.2万年前（河野、1971）17）、3.1

万年前（三好、1989）18）という 14C年代値が

得られている 19）。地福層においては、上部の

泥炭から約 2.9万年前、2.5万年前という 14C

年代値が報告されている（河野ほか、1981）20）。

徳佐層・地福層上部の泥炭やシルトを対象と

した花粉分析結果は、寒冷な気候を示してい

る（畑中、1967）21）。また、盆地周縁には山麓

緩斜面が発達し、AT（姶良 Tn テフラ・約 2.2-

2.5万年前噴出）や Aso-4を挟んでいる（河野

ほか、198120）；松尾、198122）；川崎、199513））。

一方、生雲川は徳佐盆地の北西側を阿武川

にほぼ平行して南西流し、生雲低地（仮称）

を貫流して長門峡で阿武川と合流している

（第 1図）。阿武川との合流点付近に明瞭な遷

急点があり、それより上流側の河床勾配は比

較的緩い。生雲川の小支流と三谷川は持坂付

近の幅約 250 m、標高 316 mの谷底平野で接

し、谷中分水界となっている。三谷川は谷幅

に対して流量が少なく、無能河流の状態を呈

している。これらのことは、生雲川・三谷川

間に河川争奪が生じたことを示唆する。

第 2 図　　地質図

山口地学会（1995）による。一部簡略化。

1．沖積層および洪積層　2．青野火山岩および阿武火山岩（安山岩）　3．阿武層群（流紋岩類等）　4．周南

層群および匹見層群（流紋岩類等）　5．広島花崗岩（花崗岩～斑れい岩）　6．関門層群下関亜層群上部層（安

山岩等）7．関門層群下関亜層群下部層（頁岩・砂岩・礫岩等）　8．阿武川層群・飯ヶ岳層および鹿足層群

（頁岩・砂岩・礫岩・チャート等）　9．蔵目喜石灰岩層　10．断層　11．河川および水域（人工湖）　12．県境
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また、佐波川は徳佐盆地の南東側を阿武川

に平行して南西流し（第 1図）、瀬戸内海に注

いでいる。佐波川の小支流と朴川は大土路付

近の幅約 400 m、標高 328 mの谷底平野で接

し、谷中分水界となっている。朴川の最上流

部は流量の少ない無能河川で、佐波川が朴川

の上流部を争奪したと考えられている（西村、

19528）；山内、19909））。

本地域の地質については、山口県（1977a23）、

1977b24））、山口県立山口博物館（1975）25）、

山口地学会（1995）26）などの報告がある。

これらによると、本地域の大部分は阿武層群

（流紋岩類等）や広島花崗岩などの白亜紀火

砕岩類よりなるが、生雲中西方に阿武川層群

（砂岩、礫岩等）や蔵目喜石灰岩層が分布す

る。また、佐波川上流部には飯ヶ岳層・関門

層群（砂岩、チャート等）が分布する（第 2

図）。

活断層をみると、大原湖断層（確実度Ⅲ、活

動度 B 級）が佐波川の流路に沿って分布し（活

断層研究会、1991）27）、南東側隆起の右横ず

れ運動が約 7 ～ 9 万年前以降まで続いたと推

定されている（福地・青野、1997）28）。また、

福地・三浦（1997）29）や金折（1999）30）は、

生雲川の流路に沿う迫田－生雲断層が活断層

である可能性を指摘している（両断層の位置

については第 1図参照）。このほかに、割ヶ谷

ほか（1999）31）は徳佐盆地に沿う徳佐―地福

断層を右横ずれの活断層と推定している（そ

の詳細な位置は不明）。

Ⅲ．地形・堆積物の特徴

1．各段丘面と堆積物の特徴

調査地域の地形区分にあたっては、2 万分

の 1空中写真を判読した。また、国土地理院

発行の地形図のほか、関連自治体が作製した

5 千分の 1、千分の 1 地形図を利用した。次

に、地形面の連続性、形態、開析度や堆積物

の厚さ、層相、風化度などの特徴ならびに 14C

年代値、テフラなどを考慮し、段丘面を 3～

5 面に区分した。各段丘面を、生雲川流域で

は上位から IH面、IM面、IL面、阿武川流域

では AH1 面、AH2 面、AM面、AL面、佐波

川流域では SH面、SL面と呼ぶことにし、そ

の分布を第 3図に示した。また、主な堆積物

の地質柱状図を第 4図に、ボーリング地質柱

状図を第 5図に示した。以下、各面の地形と

堆積物の特徴について述べる。

1）IH面

IH面は生雲川流域の290～300 mの高度に

発達する。分布は少なく、生雲中付近に断片

的にみられる程度で、段丘面はかなり開析さ

れている。現河床との比高は 10 ～ 20 mであ

る。生雲中東方の本面は、現水系とは逆傾斜

し、南東方向にわずかに高度を減じ 32）、IM

面や山麓緩斜面の下に没している。

本面構成層は、生雲中東方（Loc. 6）では層

厚 8 m 以上、MAX 50 cm の亜円～亜角礫よ

りなる砂礫層である。マトリックスは砂質で、

淘汰はよくないが、上部ほど礫径が小さくな

る傾向がある。インブリケーションが認めら

れ、その方位は N36°W33）で北西からの古水

流を示す。また、同方向の水流を示すクロス

ラミナもみられる。礫種はほとんど白亜紀火

砕岩類であるが、中礫以下ではわずかに砂岩

礫が認められる。また、この砂礫層は黄褐色

に着色し、風化が著しく、礫は完全なクサリ

礫となっている。

Loc. 5 では基盤の上に載る層厚約 2 mのク
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第 3 図　　地形分類図

1．IH 面　2．AH1 面　3．AH2 面・SH 面　4．IM 面・AM 面　5．IL 面・AL 面・SL 面　6．現氾濫原　7．山

麓緩斜面（崖錐～急扇状地）　8．山地　9．人工改変地　10．河川　11．主要分水界　12．Loc. 位置　13．ボー

リング位置　14．谷中分水界
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第 4 図　　地質柱状図

Loc. 位置は第 3 図に示す。Loc. 20 は河野（1979・未発表資料）、Loc. 26 は松尾（1981）による。IH・AH などは

各面の構成層を示す。

1．表土　2．盛土　3．砂礫（角～亜角礫）　4．砂礫（亜円～亜角礫）　5．大礫以上の砂岩礫（二次堆積と考

えられるものを除く）を含む砂礫　6．砂　7．礫まじりシルト質砂～砂質シルト　8．シルト質砂～砂質シル

ト　9．シルト～粘土　10．泥炭～有機質シルト　11．山麓緩斜面堆積物（角～亜角礫）　12．山麓緩斜面堆

積物（亜円～亜角礫）　13．基盤岩　14．火山灰　15．木片　16．観察できず　17．不整合
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サリ礫が観察できる。また、Loc. 3 ではクサ

リ礫化が進んだ扇状地性の中礫以下の砂礫層

が 6 mほど観察できる。Locs. 3, 5 のように

表層まで観察できる露頭では、表層部には

2.5 YR 程度の赤色土がみられる。一方、Loc.

4 では灰白色～黄橙色のシルト質砂層が 2 m

ほど観察できる。

2）IM面

IM面は生雲川流域の高度275～315 mに扇

状地状に発達する段丘面である。開析はあま

り進んでいない。現河床との比高は 10 m 程

度、IH面との比高は 5 m 以下である。

構成層は、Loc. 2, 7 では MAX 40 cm、新

鮮な亜円～亜角礫よりなる淡黄色の扇状地性

の砂礫層である。

3）AH1 面・AH2 面

AH1 面はいくぶん開析の進んだ段丘面で、

分布は少なく、渡川付近のみにみられる。265

～ 280 m の高度に発達し、現河床との比高は

35 m 程度である。AH2面はやや開析されてい

るものの、平坦面がよく保存されており、地福

低地（仮称）では 275 ～ 290 m、三谷川沿い

では 280～ 300 m、渡川では 255～ 275 mの

高度に分布する。現河床との比高は、地福低地

で 15～ 20 m、三谷川沿いで 15～ 25 m、渡

川で 25 m 程度であり、上流側で小さくなって

いる。

AH1 面と AH2 面の構成層は、渡川以外では

その区別が困難であるため、AH 面構成層と

して一括して記載する。本面構成層は、地福

低地では中～下部は粘土、上部は砂礫、砂、

シルト、泥炭よりなる湖沼堆積物および三角

州性堆積物で、朴川に沿っては上部に本流性

の河床礫がみられる。若小幡（Locs. 23 ～ 27）

では上部がよく観察できる。砂礫層は MAX

20 cm の亜円礫を中心とし、層理がみられ、

マトリックスは砂質である。礫は比較的新鮮

であるが、浅黄橙色～黄橙色に着色し、表層

がやや風化しているものもみられる。Loc. 24

における礫種分析 34）（第 6 図）では 10％が

砂岩で、残りは白亜紀火砕岩類であるが、中

礫以下ではチャート礫もみられる。Loc. 23 で

第 5 図　　ボーリングによる地質柱状図

阿東町および山口県阿東土木事務所の資料による。

ボーリング位置は第 3図に示す。

1．砂礫（亜円～亜角礫）　2．シルト　3．礫混じり

粘土　4．粘土　5．基盤
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は、同様の砂礫層が表層までみられる。Loc.

24-2（Loc. 24 の 150 m 北方の露頭）では砂

岩礫を含んだ砂礫層や砂層があり、南西から

の古水流を示すクロスラミナが明瞭で、これ

は古徳佐湖に張り出した扇状地性三角州の前

置層にあたるものと考えられる。朴川沿いの

Loc. 28 でも AL面構成層に不整合に覆われた

本面構成層がみられ、礫種は44％を砂岩とし、

残りのほとんどは白亜紀火砕岩類である（第

6 図）。荒瀬では Loc. 19 で AM面構成層に不

整合に覆われた本面構成層の砂層、シルト層

が観察できる。さらにその下には青灰～暗灰

色粘土が続く（Loc. 21 の下部）。なお、地福

付近（高度 270 m）のボーリング資料（No.

2）によると、湖成層と考えられる暗灰色粘土

が深度約 40 m にまで達している。したがっ

て、地福低地の AH面構成層の層厚は少なく

とも 45 m 程度あると推察される。

三谷川沿いの Locs. 16, 17などでは扇状地

性の浅黄橙色の砂礫層やシルト層が 2～ 3 m

ほど観察できる。三谷市付近の Loc. 13 には

橙色～黄褐色の砂礫層や砂層があり、中礫以

下の砂岩礫やチャート礫を含んでいる。

渡川では、AH1 面の構成層（Loc. 8）の多

くは黄橙色～橙色の表層のやや風化した砂礫

層である。層厚は 10 m 未満で、その下は基

盤となっている。礫は MAX 20 cm の亜円礫

よりなり、マトリックスは砂質である。礫種

は 10％を砂岩とし、残りは白亜紀火砕岩類で

ある（第 6図）。中礫以下ではチャート礫もみ

られる。AH2 面の構成層については、露頭が

よくないが、Loc. 11 で黄橙色の砂礫層が 2 m

ほど観察できる。礫は Loc. 8 のものに比べや

や新鮮であり、白亜紀火砕岩類が卓越するが、

中礫以下では砂岩礫やチャート礫がみられ

る。

第 6 図　　AH 面構成層および SH 面構成層の礫種構成図

Loc. 位置は第 3 図に示す。

1．白亜紀火砕岩類　2．砂岩　3．その他
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AH面構成層は河野・高橋（1966）10）の地

福層に対比され、その特徴は次のようにまと

められる。①礫は他の構成層のものよりも概

して礫径が小さく、円磨度が高い。②砂、シ

ルト、粘土などの割合が高い。③本流性の河

床礫と考えられる部分にはある程度の砂岩礫

やチャート礫を含む。④砂礫層や砂層は、最

上部では浅黄橙色、それ以下では黄橙色～黄

褐色に着色している。

4）AM面

AM面は、阿武川本流沿いでは AH2面を切っ

て分布する侵食段丘面で、盆地周縁では AH2

面を覆って扇状地状に発達する。AM面と AH2

面は交差していると考えられる。本面の高度

は、地福低地や朴川沿いでは 280～ 360 m、三

谷川沿いでは 260 ～ 330 m、渡川では 240 ～

260 mである。現河床との比高は地福低地、朴

川沿いおよび三谷川沿いでは 25 m 以下、渡川

では 10 m 程度で、いずれも上流側で小さくな

る。AH2面との比高は概して± 10 m程度であ

るが、渡川では 15 m程度ある。

本面構成層の多くは層厚 10 m 未満の扇状

地性の砂礫層よりなる。若小幡（Locs. 25 ～

27）では本面が AH2 面を覆って扇状地状に発

達し、構成層も AH面構成層との不整合面は

認められない。ここでは本面構成層は AH面

構成層に整合して載っていると解釈する。構

成物質は MAX 25 cm の角～亜角礫や細礫～

砂よりなり、層理が発達し、浅黄橙色～黄橙

色に着色している。一方、荒瀬（Loc. 19）で

は、本面構成層は MAX 40 cm の亜円～亜角

礫よりなる扇状地性の砂礫層で、AH 面構成

層を不整合に覆っている。礫はすべて白亜紀

火砕岩類であり、色調は淡黄色で、新鮮であ

る。Locs. 18, 29 でもほぼ同様の砂礫層がみ

られる。

渡川では、本面構成層は層厚 5 m 程度の本

流性の河床礫となっている。Loc. 10 では礫は

MAX 50 cm の白亜紀火砕岩類の亜円礫を中

心とし、砂岩礫やチャート礫は認められない。

やや浅黄橙色に着色しているが、礫は新鮮で

ある。ここでは、その上に層厚約 2 mの扇状

地性の亜角礫層が載っている。

AM面構成層は、色調・風化度等をみると AH

面構成層最上部に近いが、扇状地性のものが

多く、砂岩礫やチャート礫はみられない。

5）SH面

SH面は佐波川流域の320～380 mの高度に

断片的に発達する。横山より上流側に分布

し、下流側には認められない。現河床との比

高は、河内谷付近で 35 ～ 45 m、横山では約

100 mに達し、上流側で小さくなっている。

本面構成層は MAX 30 cm の亜円～亜角礫

よりなり、黄橙色～黄褐色の表層のやや風化

した砂礫層である。横山（Loc. 35）付近では

層厚は 20 m 程度で、上部では礫径が小さい

傾向にあり、最上部ではシルトや細礫～砂に

変わる。大土路（Locs. 33, 34）でも同様の

砂礫層がみられる。Loc. 33 ではインブリケー

ションが観察でき、その方位は S50°Eで、南

東からの古水流を示している。ここでは上部

は細粒な扇状地性の黄橙色の砂礫層に漸移

し、Loc. 33-2（Loc. 33 の 50 m 西方の露頭）

ではさらにシルト、砂、砂礫の互層に移行す

る。Loc. 33 では、上部の扇状地性の砂礫層は

すべて白亜紀火砕岩類であるが、中部の本流

性の砂礫層は 44％が砂岩で、残りのほとんど

が白亜紀火砕岩類である（第 6図）。中礫以下

ではチャート礫もみられる。
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6）IL面・AL面・SL面

IL面・AL面・SL面は各流域の低位段丘とし

て分布する地形面で、地域によっては数面に

区分できる。

構成層（Locs. 1, 12, 15, 21, 28, 36など）

は、いずれも層厚 5 m 以下の新鮮な無着色の

河床礫で、基盤や上位の段丘の構成層などを

切って載る。

2．山麓緩斜面と堆積物の特徴

阿武層群（流紋岩類等）からなる山体の下

部には山麓緩斜面 35）が発達する。これらは、

緩やかに傾いた崖錐～急扇状地状の面で、徳

佐盆地周縁に広く分布している。

構成層は砂～泥をマトリックスとし、粗粒

な角～亜角礫を主とする砂礫層である。層理、

淘汰が悪く、しばしば径 50 cm 以上の巨礫を

含む。部分的には層理や淘汰結果を示し、亜

円礫よりなるところもある。本稿では山麓緩

斜面を細かく区分していないが、本面構成層

の大部分は、マトリックスは黄橙色～黄褐色

でやや固結が進んでいるが、礫は淡黄色～黄

橙色で比較的新鮮かまたは表層にやや風化を

受けている程度である。また、Locs. 13, 34

などでは、本面構成層が AH 面構成層や SH

面構成層を覆っている。両者の色調・風化度

はあまり変わらず、その境界は整合的でなお

かつ AH面・SH面の高度より低いことから、

指交関係にあると考えられる。

3．段丘面等の対比と形成年代

生物遺体の 14C年代測定結果（第 1表）や

テフラおよび表土に含まれる火山起源粒子の

分析結果（第 2表）にもとづき、本地域の段

丘面等の対比と形成年代を考察した。

AH1, 2面・SH面：AH2面とSH面について

は、構成層上部から得られた 14C年代値が約

3万年前またはそれ以前を示し（Locs. 17, 20,

24, 26, 33-2）、段丘面の表土中に ATが含ま

れる（Locs. 24-3, 30）。また、段丘面の高度

の連続性、堆積物の色調・風化度等の類似性

などから、両面は対比されると考えられ、そ

第 1 表　　本地域で採集された生物遺体の 14C 年代測定結果

Loc.

位置

地表からの深さ

（m）
層準 資料

年代

（y.B.P.）
Code No.

本研究

7 5
IM 面

構成層
木片 19,570± 430 Gak-17919

17 3
AH 面

構成層

木片入り

有機質シルト
＞ 35,570 Gak-19046

24 9
AH 面

構成層
木片 ＞ 36,940 Gak-19017

33-2 8
SH 面

構成層
木片 26,730± 930 Gak-17920

河野ほか（1981）、

河野ほか（1979・未発表資料）
20

4
AH 面

構成層
泥炭 28,960± 2,330 Gak-6626

9
AH 面

構成層
泥炭 35,000＋ 1,600－ 1,360 ？

河野ほか（1981）、

松尾（1981）
26 3

AH 面

構成層
泥炭 24,830± 1,200 Gak-8167

Loc. 33-2：Loc. 33 の 50 m 西方の露頭
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の形成年代は3万年前前後であると推定する。

AH1 面については、その構成層の風化度や色

調は AH2 面のもの（AH面構成層上部）と大

きな違いは認められないので、最終氷期に形

成されたものと推察される。

IM面・AM面：IM面については、Loc. 7で構

成層中の木片から約 2万年前という 14C年代

値が得られている。AM面については、Locs.

9, 10, 25, 27で構成層に ATが挟在し、Loc.

19 で段丘面の表土中に ATが含まれる。また、

IM面と AM面は堆積物の色調・風化度も酷似

するので、両面は対比されるものと考えられ、

その形成年代は 2万年前前後であると推察さ

れる。AL面・IL面・SL面はそれ以降に形成

されたものと考えられる。

IH 面：この段丘面については、形成年代

を直接示すような資料がなく、なおかつ分

布が少ないため難しいが、開析の進んだ段

丘面であり、完全にクサリ礫化した砂礫層

や表層部の 2.5 YR 程度の赤色土などの特

徴より、その形成年代を 20 ～ 60 万年前と

推定した 36）。古徳佐湖が出現した約 70 万

年前以前にさかのぼる可能性は低いと思わ

れる。

山麓緩斜面：Locs. 13-2, 14, 32 では本面

構成層中に ATを挟んでいる。また、Locs. 13,

第 2 表　　本地域で発見されたテフラおよび表土に含まれる火山灰起源粒子

Loc. 位置 層準 主要斑晶鉱物 火山ガラスの屈折率 テフラ名

本研究

10
AM 面構成層

（扇状地性砂礫層）
Opx, Cpx 1.498-1.501

AT
19 AM 面上表土 Opx, Cpx, Am 1.494-1.499

27
AM 面構成層

（扇状地性砂礫層）
Opx, Cpx, Am 1.495-1.500

30 AH 面上表土 Opx, Am 1.495-1.502

33-3
AM 面構成層

（砂質シルト層）
― 1.499-1.514 （対比できず）

河野ほか（1981）、

松尾（1981）

9
AM 面構成層

（砂質粘土層）

― 1.498-1.501 AT
13-2

山麓緩斜面構成層

（砂礫層）

24-3 AH 面上表土

川崎（1995）

14
山麓緩斜面構成層

（砂礫層）

Opx, Cpx, Am 1.499-1.501 AT25
AM 面構成層

（扇状地性砂礫層）

32
山麓緩斜面構成層

（砂礫層）

31
山麓緩斜面構成層

（砂礫層）
Opx, Cpx, Am （粘土鉱物化している） Aso-4

Opx：斜方輝石、Cpx：単斜輝石、Am：角閃石

Loc. 33-3：Loc. 33 の 100 m 西方の露頭、Loc. 13-2：Loc. 13 の 100 m 西方の露頭、Loc. 24-3：Loc. 24 の 100 m 東

方の露頭

Locs. 10, 33-3 のものは壇原　徹・山下　透の両氏（京都フィッショントラック）、Locs. 19, 27, 30 のものは

里口保文氏（滋賀県立琵琶湖博物館）の鑑定による
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34 などでは、本面構成層と AH 面・SH 面構

成層は指交関係にあると考えられる。本稿で

は山麓緩斜面を細かく区分していないが、そ

のおもなものは最終氷期後期に形成されたと

推察される。

Ⅳ．河川争奪とその原因についての考察

1．旧流路の復原について

1）生雲川・三谷川間の河川争奪

生雲川の小支流と三谷川は持坂付近の谷

中分水界で接している。また、三谷川の谷

の蛇行波長は、現在よりも流量の多い河川

が存在したことを示唆している。一方、生

雲中東方の IH面は南東方向、すなわち谷中

分水界の方向にわずかに高度を減じ、付近

を流れる生雲川の小支流とは逆傾斜してい

る。また、その付近の IH面構成層（Loc. 6）

は、亜円～亜角礫よりなり、砂質マトリッ

クスをもつ本流性の河床礫である。これが

その小支流によって運搬・堆積されたもの

であるとは考え難い。加えて、この砂礫層

のインブリケーションやクロスラミナは北

西からの古水流を示す。これは、その砂礫

層が現水系と逆向する河川によってもたら

されたことを示唆する。また、この砂礫層

は少量の砂岩礫を含む。この砂岩礫の供給

源は、生雲中西方の阿武川層群からなる岩

体であると考えられる。

これらのことから、次の流路変更が推定で

きる。すなわち、かつては生雲中から南東流

し、持坂を通って三谷市の方へ流下する河川

があり（古三谷川と仮称する）37）、当時の分

水界は本郷南方にあったと考えられる。この

河川が生雲中付近で現在の生雲川に争奪さ

れ、分水界は現在の持坂付近に移動したと考

えられる。

2）佐波川・朴川間の河川争奪

SH 面は横山以南には分布していないが、朴

川沿いには SH 面に対比できる AH2 面が分布

する。両面は大土路の谷中分水界を挟んでそ

の高度もよく連続している（第 7図）。また、大

土路（Loc. 33）の SH面構成層のインブリケー

ションは南東からの古水流を示す。大土路

（Locs. 33, 34など）、若小幡や朴川沿い（Locs.

22, 23, 24, 28, 29 など）、渡川（Locs. 8,

11）の SH 面構成層および AH 面構成層には、

佐波川上流域が供給源であると考えられる砂

岩礫をある程度含み、その割合は西方に向

かって減少している（第 6図）。この砂礫層は、

若小幡では三角州性堆積物、朴川沿いや渡川

では本流性の河床礫となっている。

これらのことから、次のことが推定できる。

かつては横山から北西流し、地福低地で古徳

佐湖に張り出す扇状地性三角州を形成する河

川（古朴川と仮称）があった。古徳佐湖がか

なり縮小したあと、古朴川は阿武川と合流し、

その堆積物は少なくとも渡川付近まで運搬さ

れるようになった 38）。当時の分水界は横山南

方にあったと推察される。この河川が横山付

近で現在の佐波川に争奪され、分水界は現在

の大土路付近に移動した。

2．流路変更の時期とそれに関わる地形発達

について

IH面構成層は古三谷川によって運搬・堆積

されたものである。それに対し、IM面や三谷

川沿いの AH2 面・AM面は支流性の堆積物よ

りなる段丘面であるので、これらは生雲川・

阿武川両流域でそれぞれ別に形成されたもの

である。ゆえに、古三谷川の争奪後に形成さ
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れた段丘面であるとわかる。したがって、生

雲川・三谷川間の河川争奪の時期は IH 面構

成層の堆積期末期頃（20 ～ 60 万年前）であ

ると推察される。

砂岩礫を含む本流性の AH 面構成層および

SH面構成層は古朴川によって運搬・堆積され

た。一方、SL 面は横山以南にも連続し、AM

面・AL面は朴川沿い（Locs. 28, 29など）で

も構成層に二次堆積と考えられる砂岩礫をわ

ずかに含むのみであり（第 6図参照）、いずれ

も古朴川の争奪後に形成された段丘面である

とわかる。よって、佐波川・朴川間の河川争

奪の時期は SH面およびAH面構成層の堆積期

末期頃であると推定できる。加えて、SH面構

成層上部の扇状地性の砂礫層やシルト層は河

川争奪の時期の前後に堆積した可能性が高

い。大土路の谷中分水界（Loc. 33-2）では、

そのシルト層中の木片から約 2.7 万年前とい

う 14C 年代値が得られている。これは争奪の

時期にかなり近い値を示していると考えられ

る。

ゆえに、2 つの河川争奪を含めた本地域の地

形発達史は、次のようにまとめられる（第 8

図）。① IH面構成層堆積期には、古三谷川は生

雲中から三谷市の方へ南東流していた（Stage

1）。② IH 面構成層の堆積期末期頃（20 ～ 60

万年前）に古三谷川が生雲中付近で生雲川に

争奪された（Stage 2）。③ AH面・SH面構成

層堆積期には、古朴川は横山付近から北西流

し、地福低地で古徳佐湖に張り出す扇状地性

三角州を形成していた。古徳佐湖がかなり縮

小したあと、古朴川は阿武川と合流し、堆積物

は渡川付近までもたらされた（Stage 3）。④約

3 万年前前後に古朴川が横山付近で佐波川に

争奪された（Stage 4）。⑤その後、AM面、AL

面などが形成された。

3．河川争奪の原因について

1）生雲川・三谷川間の河川争奪の直接的原

因

生雲川は、生雲低地の沖積面上を比較的緩

第 7図　　佐波川～朴川～阿武川に沿う AH2 面・SH 面ならびに河床縦断面図

支流性の段丘面は除いてある。

1．AH2 面および SH 面　2．Loc. 33 における本流性の SH 面構成層の高度　3．AH1 面　4．現河床
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勾配で流れている。遷急点は阿武川との合流

点付近にはあるが、争奪の肱と考えられる生

雲中より上流側にはない。また、基盤までの

層厚（沖積層）は薄く（5 m 程度―ボーリン

グ資料・No. 1―第 5 図）、なおかつ沖積面と

IH 面との比高も小さい（約 10 m）。ゆえに、

被奪河川の古三谷川と争奪河川の生雲川の河

床高差は比較的小さかったと考えられるの

で、その原因を争奪河川の侵食力には求め難

い。一方、IH面構成層は、Loc. 6 では上部ほ

ど礫径を小さくし、Loc. 3 では細粒な扇状地

性の砂礫層よりなる（第 4図）。さらに、Loc.

4 ではシルト質砂層で構成されるので、むし

ろ、古三谷川が生雲中付近で湛水状態となり、

第 8 図　　古地理の復原図

1．山地と平野の境　2．河川　3．湖沼域（古徳佐湖）
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その水が旧分水界を越えて生雲川側に溢流し

た可能性が高い。

2）佐波川・朴川間の河川争奪の直接的原因

これについては、山内（1990）9）が述べて

いるように、古朴川流域のダムアップによる

溢流であろう。横山や大土路付近の SH 面構

成層は、上部ほど礫径が小さくなり、さらに

扇状地性の細粒な砂礫、砂、シルトに移行す

る（第 4 図の Locs. 33, 33-2, 35）。よって、

その付近は SH 面構成層堆積期末期頃に湛水

状態となり、その水が旧分水界を越えて佐波

川側に溢流し、河川争奪が生じたと考えられ

る。このことに関しては、今回の研究で次の

事実が新たに明らかになった。

前述のように、SH 面や AH 面の構成層の

上部は細粒な砂礫、砂、シルトなどからなり、

扇状地性の部分も多い。また、それらと山麓

緩斜面構成層との指交関係がみられる。これ

は、本地域では SH 面・AH 面構成層堆積期

末期に多量の岩屑が押し出され、多くの扇状

地や山麓緩斜面が形成されるとともに、河床

が上昇し、横山・大土路付近だけでなく、い

たるところで排水不良の低湿地的環境が出現

したことを示している。また、古徳佐湖が埋

積を受けて形成された徳佐盆地内の SH 面・

AH 面構成層は厚く、同層堆積期末期におい

ては、古朴川の侵食基準面は最も高く、河床

勾配は最も緩かった。したがって、谷幅の狭

い横山・大土路付近では容易にダムアップし

たと考えられる。また、今回の研究で、この

河川争奪の時期や SH面・AH2 面および山麓

緩斜面の形成年代がより明確になり、ダム

アップした可能性は極めて高くなったといえ

る。

一方、この河川争奪については、争奪河川の

侵食力の影響も考慮すべきであろう。争奪の

肱付近（横山）において、旧河床である SH面

と現河床との高度差は約 100 m もある（第 7

図）。そのうえ、現佐波川の流路は大原湖断層

に沿っているので、争奪の直前には断層の破

砕帯上を佐波川の谷頭侵食がかなり進んでお

り、溢流を容易にしたと考えられる。したがっ

て、河川争奪の直接的原因は、谷頭侵食と湛

水化による溢流の複合である可能性が高い。

以上のように、本地域の 2 つの河川争奪の

直接的原因は、被奪河川旧流域が湛水化し、

その水が他流域に溢流したことにあると結論

づけられる。したがって、山内（2002）6）が

述べたように、河川争奪の直接的原因は、争

奪河川の侵食力だけでなく、被奪河川旧流域

の湛水化・湖沼化による溢流もかなり普遍的

であるといえよう。

3）本地域の河川争奪の間接的原因

佐波川・朴川間の河川争奪については、佐

波川の流路に沿って大原湖断層が走ってお

り、断層運動の影響が考えられる。大原湖断

層は南東側隆起の右横ずれ運動が約7～9万

年前以降まで続いたと推定されている（福

地・青野、1997）28）。この影響が横山より上

流側まで及んだとすると、その隆起により古

朴川の上流部において侵食が活発化し、徳佐

盆地に多量の砂礫が供給されて河床が上昇

し、それが湛水化・溢流につながったと考え

られる。しかし、断層活動による隆起量は不

明で、どの程度それが影響したかは定かでは

ない39）。なお、争奪前の分水界が大原湖断層

の断層谷中にあった可能性が高く、それは容

易に争奪が生じるほど低位のものであったと

推察される。

迫田―生雲断層、徳佐―地福断層について
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は、本地域ではこれまでに両断層に関連する

段丘や第四紀層の変位は発見されておらず、

地形から断層運動による隆起・沈降も判断で

きない。生雲川流域では基盤までの沖積層は

薄く、なおかつ沖積面と古い IH 面との比高

も小さいので、隆起量・沈降量は極めて少な

いと推察される。よって、両断層の活動が河

川争奪に与えた影響は少ないと考えられる。

Ⅴ．まとめ

徳佐盆地周縁の河川争奪とその原因につい

ては、次のようにまとめられる。

（1）IH面構成層堆積期には、古三谷川は生

雲中から三谷市の方へ南東流していた。この

河川が同末期（20～ 60万年前）に生雲中付近

で生雲川に争奪された（第 8図の Stage 1, 2）。

（2）AH面・SH面構成層堆積期には、古朴

川は横山付近から北西流し、地福低地で古徳

佐湖に張り出す扇状地性三角州を形成してい

た。古徳佐湖がかなり縮小したあと、古朴川

は阿武川と合流し、堆積物は渡川付近までも

たらされた。この河川が約 3万年前前後に横

山付近で佐波川に争奪された（第8図の Stage

3, 4）。

（3）河川争奪の直接的原因は、生雲川・三

谷川間のものについては、古三谷川が生雲中

付近で湛水状態となり、その水が旧分水界を

越え生雲川側に溢流したことにあると考えら

れる。佐波川・朴川間のものについては、谷

頭侵食と湛水化による溢流の複合である可能

性が高い。したがって、河川争奪の直接的原

因は、争奪河川の侵食力だけでなく、被奪河

川旧流域の湛水化による溢流もかなり普遍的

であるといえる。

〔付記〕本研究を進めるにあたり、元小郡町

文化資料館の松尾征二先生には礫種や火山灰

などについて親切な御指導をいただいた。元

山口大学の河野博文先生・石田志朗先生、流

通科学大学非常勤講師の小倉博之先生、（株）

サニックス（当時は山口大学大学院）の久村

和敬氏には有意義な討論と助言をいただい

た。また、滋賀県立琵琶湖博物館（当時は大

阪市立大学大学院）の里口保文氏には火山灰

の鑑定の一部をお願いした。以上の方々に心

からの感謝の意を表します。

本稿は1995年度日本地理学会秋季学術大会

において発表したものを加筆・修正したもの

である。

注

1）森山昭雄・小野有五「河川争奪」、『地形学辞

典』、二宮書店、1981、98 ～ 99 頁。

2）町田　貞『地形学』、大明堂、1984、404 頁。

3）Davis, W. M.: Die erklarende Beschreibung der

Landformen, Teubner, Leipzig. 1912, 565 p.

デービス、W. M.著、水山高幸・守田　優訳『デー

ビス・地形の説明的記載』、大明堂、1969、167 頁。

4）岡田篤正・高橋健一「由良川の大規模な流路

変更」、地学雑誌 78、1969、19 ～ 39 頁。

5）野村亮太郎「加古川上流部、篠山盆地におけ

る河川争奪現象」地理学評論 57、1984、537 ～

584 頁。

6）山内一彦「丹波高地西部、大堰川・由良川上

流部における河川争奪とその原因」、立命館地

理学 14、2002、17 ～ 35 頁。

7）谷頭侵食や湖沼化・湛水化による溢流などを

直接的原因とし、地盤運動・気候性海面変動な

どは、谷頭侵食や湖沼化・湛水化を引き起こし

た、あるいは促進させたものと考え、間接的原

因とする（山内、前掲 6）。

8）西村嘉助「佐波川上流域の地形」、地理学評論

25別、1952、25 頁。

9）山内一彦「山口県佐波川上流部における河川

争奪」、立命館地理学 2、1990、65 ～ 82 頁。

10）河野通弘・高橋英太郎「山口県徳佐盆地の第

四系と段丘について」、山口大学教育学部研究

論叢（自然科学）15、1966、113 ～ 125 頁。

11）加藤哲也・中田　高・成瀬敏郎「阿武川上流

域の水系変化」、地理科学 6、1966、65 ～ 77 頁。

12）小畑　浩『中国地方の地形』、古今書院、1991、

262 頁。

13）川崎輝雄「阿武川上流域における地形発達

史」、日本地理学会予稿集、47、1995、102～ 103頁。

14）竹村恵二・北岡豪一・堀江正治・里村幹夫・

横山卓雄「山口県徳佐盆地の地下構造と堆積



中国山地西部、徳佐盆地周縁における河川争奪

47

物」地質学雑誌 97、1991、15 ～ 23 頁。

15）本稿では、テフラの名称・噴出年代は町田・

新井（1992）にしたがった。

町田　洋・新井房夫『火山灰アトラス―日

本列島とその周辺』、東京大学出版会、1992、

276 頁。

16）市谷年弘・鈴木毅彦・三次教夫・星見清晴

「山口県徳佐盆地における 68 m ボーリング資

料からの阿蘇 4 テフラの検出」、鳥取県立博物

館研究報告 33、1996、39 ～ 45 頁。

17）河野通弘「山口県第四系の 14C 年代測定の 2

例」、山口大学教育学部研究論叢（自然科学）20、

1971、33 ～ 35 頁。

18）三好教夫「徳佐盆地（山口県）における後

期更新世の花粉分析（予報）」、第四紀研究 28、

1989、41 ～ 48 頁。

19）これに対し、石田（1994）は徳佐層を約 60 ～

40万年前の地層であると推定している。

石田志朗「山口県とその周辺の Neogene-Qua-

ternaryの諸問題」、日本地質学会西日本支部会報

105、1994、3 ～ 4 頁。

20）河野通弘・松尾征二・岡藤浩子「山口県阿東

町の古徳佐湖第四系」、日本地質学会西日本支部

報 72、1981、8 ～ 9 頁。

21）畑中健一「山口県徳佐盆地の花粉分析」、北九

州大学教養部紀要 3、1967、23 ～ 34 頁。

22）松尾征二「阿武郡旭村及び阿東町の洪積世火

山灰層」、山口県の自然 5、1981、12 ～ 18 頁。

23）山口県 a『土地分類基本調査、長門峡』1977、

36 頁。

24）山口県 b『土地分類基本調査、徳佐中・津和

野』、1977、47 頁。

25）山口県立山口博物館『山口県の地質』、1975、

286 頁。

26）山口地学会『山口県地質図（1/150,000）』、

1995。

27）活断層研究会『新編・日本の活断層―分布図

と資料―』、東京大学出版会、1991、438 頁。

28）福地龍郎・青野博之「山口市北東部に位置す

る大原湖断層の断層露頭と活動性について」、

1997 年度日本地震学会秋季大会予稿集、1997。

29）福地龍郎・三浦勝美「1997 年 6 月 25 日山口

県北部の地震と震央に位置する迫田―生雲断

層」、1997 年度日本地震学会秋季大会予稿集、

1997。

30）金折裕司「中国地方西部におけるカタクレー

サイト帯の再活動と断層ガウジの形成」、月刊

地球 21、1999、22 ～ 29 頁。

31）割ヶ谷隆志・金折裕司・安野泰伸「重力異常

に基づく徳佐―地福断層及び渋木断層の地下密

度構造」、1999 年地球惑星関連学会合同大会予

稿集、1999。

32）阿東町発行の千分の 1 地形図（等高線は 1 m

ごと）からの読図による。

33）本稿では 50個の礫の平均の方位を示した。

34）露頭で 1 m × 1 m の範囲を設定し、その中

に含まれる大礫以上の礫 50 個の各礫種の割合

を分析した。以下、各砂礫層の礫種構成の記載

はこの分析方法による。なお、Loc. 33 の上部に

は大礫以上の礫をほとんど含んでいないので、

3 cm 以上の礫で分析を行った。

35）本稿では、表面勾配約 100‰以上で、水流の

影響をほとんど受けていない堆積物よりなる面

を山麓緩斜面とした。

36）中国山地東部や四国山地などの西日本の山地

では、高位段丘と呼ばれる中期更新世の段丘面

が広く分布し、近年その形成年代が明らかに

なってきた。植村（2001）は、花粉分析などに

より、丹波地域の最高位段丘面の形成年代を約

40万年前と推定した。また、熊原（1998）はテ

フラのフィッショントラック年代より、四国北

西部の最高位段丘面の形成年代を 25 ～ 30万年

前と推定した。IH 面の開析が進んだ段丘面、完

全にクサリ礫化した砂礫層、表層部の 2.5 YR

程度の赤色土などの特徴は、これらの高位段丘

の地形・地質状況と酷似している。このことか

ら、IH 面の形成年代は、その幅を大きく見積

もって 20 ～ 60万年前であると推定した。なお、

三谷市北方の Loc. 15 の下部などには河床礫と

考えられるクサリ礫層がある。MAX 40 cm の

白亜紀火砕岩類の亜円～亜角礫よりなる黄褐色

の砂礫層で、IH 面構成層に対比される可能性が

ある。この砂礫層を三谷礫層と仮称する。

植村善博『比較変動地形論』、古今書院、2001、

203 頁。

熊原康博「四国北西部肱川流域の段丘地形と

地殻変動」、第四紀研究 37、1998、397 ～ 409 頁。

37）三谷市北方（Loc. 15 など）に IH 面構成層に

対比できそうな三谷礫層があることからも、古

三谷川は持坂～三谷市の方へ流下していた可能

性が高いが、三谷礫層が古三谷川の堆積物であ

るという具体的な証拠は見つかっていない。

38）AH 面構成層堆積期末期は、古朴川―阿武川

の氾濫原が形成される一方、若小幡などでは同

層上部に厚いシルトや泥炭がみられるので、扇

状地によって閉塞された低地のようなところで

は小規模な湖沼が残存していたと考えられる。

39）古朴川の河床である AH2面および SH 面の縦

断面（第 7 図）をみると、大原湖断層（の延長

部）に沿う河内谷～横山間の勾配よりも北西流

していた下流側の横山～若小幡間の方が急傾斜

である。AH2 面・SH 面の分布が少ないため断

定はできないが、これは、大原湖断層の南東側

隆起の活動を反映していると思われる。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


